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海産珪藻Cerataulusturgidus (Ehrenberg) Ehrenbergの殻構造
Morphology of Marine Diatom Cerataulus turgidus (Ehrenberg) Ehrenberg 
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The morphology and fine vnlve structure of the marine diatom Cerataulus turgidus (Ehrenberg) Ehrenberg have been investigated. The 
Jiving田1attachcd to one or more sand g 四insby mucilage extruded through the 0田JJi.Plastids are numerous and discoid. The frustule 
is rectangular in girdle view. The valves are eJiptical or circubr and twisted， with large oceJli on ShOft elevation pointing in opposite 
directions. The surface of valve is covered with spines and granules. The areolae are larger round foramina internaJly. The valve mantle 
is ornamented with circumferential ridges and the f1ower-form granules. The rimoportulae are situated near the margin of the valve face， 
midway between or near to the ocelli. The rimoportulae are externally extended as large hollow spines with two forked exit tubes at the 
apices. Internally it is simple and sessile. The ocelli of valve surface densely packed the hexagonal poreJli， and the round poreJi lies 
scattered in the inside. The∞pulae is open with the Jigulae. 
Key inde.x words: marine diatomタ C-erataulusturgidus (Ehrenberg) Ehrenberg， fIorphology， SEM 
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しかし，本種の詳細な被殻構造が明らかにされていな
いため，分類学上より詳細な研究が必要であるとされ
てきた。本研究では本種のさらなる知見を得るため生
細胞と洗浄細胞を光学顕微鏡 (LM)およびSEMを用
いて観察した。
観察に用いた試料は沖縄県西表島内離島と外離島に
挟まれた海岸で大潮の干潮時に採集した。試料は大部
分が砂で死サンゴの破片なども含んでいる。
標本データ:標本番号TW-0018 (2005年 10月 16
日採集)。
材料と方法
(2005 年 l~ 月 25 日
Cer問at，ωau川u凶st仰uωJrがd伽us(Ehrenbergω) Ehr陀enber昭gは中心類珪
藻，B回id“du叫Ip仲hi泊a科に属するCeraαIωaωu川Jlu山4σsのタイプ種でで、あり，
分類学上重要な分類類、群である。本属において本種のみ
が沿岸域に広く分布することが知られている (Hendey
1964)。本邦では青森県尾駿沼からの出現報告がある
(濁川・長谷川 2005)。本種の形態学的な観察は少な
く，走査電子顕微鏡 (SEM)による観察は Ross& Sims 
(1971 )が行っているだけである。近縁関係にある
Pleurosiraでは被殻や増大胞子形態がSEMによって詳
細に観察されている(Compere1982， Ehrlich et al. 1982a， 
b)。本属は1)上殻と下殻がねじれた位置にある， 2)胞
紋が小室からなる， 3)眼域が隆起する， 4)唇状突起の
外部突起が大きい，という形態的特徴を有する点で
Pleurosiraと異なる (Compere1982， Ronnd et a1. 1990)。
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採集地点の内離島は西表島の西南に位置する無人島
で，島全体が小高い山になっており，周囲は岩礁で固
まれる。内離島から北東約 100mに同じく無人島の外
離島がある。両島聞の砂質の海底は干潮時に露出する。
その周辺の砂を採集し試料とした。採集地点にはリ ュ
ウキユウスガモ Thalassiahemprichii Aschersonが群生
していたほか，ラッパモクルrbi/lariaornala (Turner) J. 
Agardh，サボテングサ Halimedaopunlia (Linnaeus) 
Lamouroux，カサノリ Acelabulariaryl付uensisOkamura 
el Yamadaやフデノホ Neomerisannulala Dickieなど南
西諸島に分布する海草，海藻 (田中 ・中村 2004)が生
育していた。
採集試料は珪藻を生かした状態で持ち帰り ，本種の
生細胞を LMで観察した。試料の一部は被殻観察のた
めに洗浄した。試料にパイプユニッシュを加え，数分
間浸して有機物を除去した。その試料に蒸留水を加え
て遠心し，上澄みを捨てた。この作業を約10回繰り返
すことで試料中のパイプユニッシュを除いた。洗浄し
た試料はブルーラックスで封入し，永久プレパラート
として LMで観察した。 SEM観察に用いた試料は上記
の方法で処理した試料をカバーガラスに滴下し，加熱
乾燥した後，日立E-1030で白金パラジウムを蒸着し
た。 SEMは目立S-4000とより微細な構造を観察する
ために分解能の高い S-5000を用いた。本研究で被殻
形態等用いた用語は Anonymous(1975)， Round el al. 
(1990)に準拠した。
結果と考察
Ceralallllls turgidlls (Ehrenberg) Ehrenberg 1843. Ber. 
Bekanntm. Verh. Konigl. Preuss. Akad. Wiss. Berlin， 1843 
(1844)， p.271.; Hendey， 1964， p. 106， pl.20. fig. 4. 
Basionym: DenlIcella tllrgida Ehrenberg 1840， p.207. 
本種は砂粒に単体で眼域から放出される粘液によっ
て着生する。 細胞は多数の楕円形の葉緑体を含む
(Figs 1-3)。殻面は楕円形 (Figs1， 6)。被殻，殻面
の形態はRalfs1861， PI.6， figs 9a， b， Hustedt 1930， p.861， 
figs 512a， bとよく類似していた。殻長は91-162μmで，
これまでに報告されてきた 76μm (Ehrenberg 1840)， 
50μm以上 (Hustedt1930)や70-150μm(Hendey 1964) 
とほぼ一致した。上殻と下殻はねじれた位置にある
(Figs 2-7)。殻面には長い赫が2本存在し，頼粒状突
起で覆われる (Fig s 5 -7， 9)。殻套の先端は隆起し，そ
の部分から殻縁にかけて赫や頼粒状突起が花飾りの様
に発達する (Figs9. 10)。
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Figs 1-4. Light micrographs of Cerataulus turgidus， showing living cels (Figs 1-3) and c1eaned cel (Fig. 4)・
1. Valve view. 2-4. Girdle view. Note Fig. 3 and 4 showing the same cel. 
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Figs 5-15. Scanning electron micropraphs of Cerataulus turgidus. 
5. Whole frustule. 6. Valve view of frustule， showing long external tubes of rimoportulae. 7. Girdle view of frustule. 8.Cross section 
of spine at basal part， showing smal cavity. 9. External view of valve surface， showing many short spines and granules. 10. Mantle 
edge， showing flower-form granules. 11. Internal view of valve. Note two rimoportulae (arrow and arowhead) per valve. 12. External 
view of ocelus. 13. Internal view of ocellus. 14， 15. Enlargement of the rimoportulae of marked arowhead (Fig. 14) and arrow (Fig. 
15) in Fig. 11. 
条線は殻の中央から放射状に配列する。胞紋は小室
になっており，外側の開口は複数の小孔であるが
(Round et al. 1990， p. 235， fig. h， j)内側では円形に大き
く開口する (Figs11， 13-15)。眼域は楕円形あるいは
円形でやや隆起する (Figs 2 -7， 9)。外側は六角形の
多数の小孔の開口によって構成され (Fig.12)，内側
は小円孔の開口となる (Fig.13)。唇状突起は1殻当た
り2-4個で， 1または2個が一組になって向かい合い，
2つの眼域を結ぶ直線と交差する直線上に位置する
(Figs 6， 11)。殻内面における唇状突起の形態は無柄で
中央に間隙を有する単純なものである (Figs14， 15)。
唇状突起の外部突起は大きく直径約3μmで中空 (Fig.
8)，先端が二文になる (Fig.9)。帯片は開放型で小舌
を有する (Fig.7)。
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本研究において眼域の内部形態および，唇状突起と
その外部突起をSEMによって初めて詳細に観察した。
眼域は外側と内側で形態が異なることが明らかとなっ
た (Figs12， 13)。複数ある唇状突起は全て同じ形態
をしていた(Figs14， 15)。外部突起の基本的な形態は
個体問で差異はないが，大きさや先端部分の張り出し
方は若干異なった(Figs7， 10)0 Round et a1. (1990)で
は先端が2から 4つに分枝するとされていたが，今回
の観察では二文のもののみであった。また，本種では
赫や頼粒状突起が殻套，殻縁で花飾りの様に発達する
のに対し，Pleurosiraのタイプ種である P. laevis 
(Ehrenberg) Compとreでは発達しない。この点でも本種
とP.laevisが異なることが明らかとなった。
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